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－２２－
川﨑友紀子，福田　幸司，宍野　彰彦，粟田　高明，寺島　幸生
⑶　利点と欠点
　今回の授業の利点は，粒子モデルを作成する活動を通
じて，原子・分子の構造について実感を伴って理解しや
すいことである。中学２年生が高校の内容を含む知識を
習得できたことを鑑みると，短時間で学習効果がでやす
いと考えられる。授業後アンケートの結果からも，「友達
と一緒に作業することで楽しかった。」と答えている生徒
もおり，グループワークに向いていると考えられる。
　欠点としては，事前の教材作成に時間がかかることや，
電子殻数や電子配置等の高校の学習内容を中学２年生に
分かりやすく説明しておく必要があり，混乱しやすいこ
となどが考えられる。実際に，授業後アンケートで「途
中はわからなかった。」と回答している生徒もいた。
⑷　今後の方向性
　今回作成したような安価な教材を教師が自作して授業
で使用することで，どの国の生徒も原子・分子レベルの
化学現象を視覚的に捉えることができる。現在日本では，
各教科等において言語活動を充実することとしている
（文部科学省，２０１７）。言語力を向上させることで，感
じ取った事実等を正確にとらえて，他者に的確に伝え説
明したり，お互いの考えを伝えあうことで深い学びに発
展させたりすることができると考えられる。母語活動の
充実は外国語活動の充実にもつながり，以下に述べる国
際理解知識交流にも役立つと考える。川﨑は今年再びマ
ラウイに渡航し，かつての配属先において，生徒と教員
に対して，今回と同じ，もしくは発展した内容のワーク
ショップを開催する予定である。日本，マラウイ共に，
中等教育のほぼ同学年において原子や分子の構造につい
て学習する。日本とマラウイの中高生同士が国際交流で
きるなら，両国で共通する学習項目をテーマに交流し学
び合うことで，両者にとってより深い学びが実現すると
期待する。
　また，各国教師がグローバル又はユニバーサルに有用
な教材を開発する能力を身に付けることは重要であり，
理科教材を通じて新しい国際知識交流を切り開く可能性
がある。
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図８　生徒が授業後アンケートに描いたニホニウムモデル
